
所刷

市
民
憲
章
榊確

一
、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、

刷印

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
１
１

－
、
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い
１２

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
３２

－
、
礼
儀
を
正
し
く
し
、
う
る
１３９

お
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
２０く

今
よ
し
よ
』
っ

合

一
、
元
気
で
働
き
、
豊
か
な
ま
課

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

動活

一
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た

民

た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
市壼士

よ
》
っ

公長

ぎ
行》

『
″
画

巳
″
肌
凹
口
朋
諦

這
二
勺
Ｑ
弱
、
朏
明

力
詔

報

冒

た
月

市

ｓ

市

蕊
卜

家
族
や
親
せ
き
の
人
た
ち
八
人
で
、
小
滝
沢

キ
ャ
ン
プ
場
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
行
っ
て
き
た

帰
り
に
み
ん
な
で
寄
っ
て
み
ま
し
た
。

自
然
の
中
の
木
の
施
設
が
と
て
も
い
い
で
す

ね
。
烏
や
動
物
な
ど
の
生
態
の
展
示
物
が
わ
か

り
や
す
い
で
す
ね
。

「
よ
る
の
ふ
く
ろ
う
の
よ
う
す
（
烏
の
ふ
し

ぎ
発
見
コ
ー
ナ
ー
）
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
よ
。
た
か
し

も
っ
と
み
て
い
た
か
っ
た
四
と
長
男
の
崇
く

ん
。

「
と
り
の
き
れ
い
な
こ
え
を
き
い
た
よ
。
（
見

て
み
よ
う
聞
い
て
み
よ
う
烏
た
ち
の
四
季
ご
と

え
い
二

長
女
の
詠
子
ち
ゃ
ん
。

＊
＊

そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
夏
休
み
の
子
ど
も
た

ち
に
た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
花
貫
ふ
る
さ
と
自

然
公
園
セ
ン
タ
ー
を
二
～
三
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

ま
す
。 『 ﾒ ﾅ 鳴i

邑吸だ
る
あ
き
ら

逹
晃
さ
ん
一
家
（
有
明
町
）

~ﾆﾆ

L･1 ． ；‘舞
高

』

雲

蕊‘

ざ….蝉I還畿

たずねある記⑧

市長随想，文化会館メニュー

文化祭の募集， お知らせ

ターが一部オープン

．こんにちは市民記者です⑦

．マイタウンレポート

6…･…・

11…･ ･ ･ ・ ・

12～13. .

主なもくじ
■
■
４
５表紙～3…花貫ふるさと自然公園セン

－9月の土曜閉庁は，8日と22日です－



立体映像で自然を紹介

花貫ふるさと自然公園センターが一部オープン

谷
籠
噸
諦
雛
緒
鴎
蕊
罵
の
声
も
聞
こ
え
る

境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
然
を
～
坐

キ
ャ
ン
プ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
野
外
①
入
口
表
示

活
動
や
野
鳥
、
昆
虫
、
植
物
な
ど
の
自
②
花
貫
周
辺
の
自
然
・
動
物
、
昆
虫

植
物
の
説
明
で
す
。

諫
辨
準
靹
韓
堆
ル
唾
鯏
銅
札
壺
詫
逢
施
③
花
貫
周
辺
の
鳥
類
の
分
布
…
茨
城
の

野
鳥
た
ち
、
鳥
類
分
布
図
、
春
か
ら

ら
整
備
を
進
め
て
き
た
花
貢
ふ
る
さ
と

冬
に
見
ら
れ
る
烏
を
並
べ
ま
し
た
。

自
然
公
園
内
の
セ
ン
タ
ー
が
一
部
オ
ー
④
花
貫
周
辺
の
烏
と
そ
の
生
活
…
代
表

プ
ン
、
八
月
八
日
㈱
か
ら
一
般
に
公
開

的
な
烏
、
キ
セ
キ
レ
イ
や
シ
ジ
ュ
ウ

さ
れ
ま
し
た
。
カ
ラ
、
ヤ
マ
セ
ミ
、
オ
シ
ド
リ
の
説

花
員
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
全
体
の
オ
明
で
す
。

ｌ
プ
ン
は
、
十
月
中
旬
の
予
定
で
す
が
、
⑤
烏
の
住
ま
い
拝
見
．
：
高
萩
市
の
山
か

そ
の
中
心
と
な
る
同
セ
ン
タ
ー
は
、
展
示
ら
海
の
イ
ラ
ス
ト
の
上
に
フ
ク
ロ
ゥ

や
キ
ジ
、
イ
ヌ
ワ
シ
、
ウ
ミ
ウ
、
力

物
や
立
体
映
像
（
３
Ｄ
方
式
）
を
通
し

ワ
セ
ミ
、
カ
ル
ガ
モ
の
住
ま
い
の
説

て
花
舅
渓
谷
周
辺
の
自
然
を
紹
介
す
る

明
で
す
。

施
設
の
た
め
、
一
足
早
く
夏
休
み
の
子
⑥
見
て
み
よ
う
聞
い
て
み
よ
う
烏
た
ち

ど
も
た
ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

の
四
季
。
：
キ
ジ
や
ウ
ミ
ウ
、
オ
オ
ル

公
開
さ
れ
ま
し
た
。

リ
の
概
要
、
特
徴
、
食
物
な
ど
の
説

鳥
の
声
も
聞
こ
え
る
よ

ｰ

／、

照参１

～
セ
ン
タ
ー
の
概
要
～
図

①
入
口
表
示
⑨
烏
の
ふ
し
ぎ
発
見
…
外
壁
に
世
界
最

②
花
貫
周
辺
の
自
然
…
動
物
、
昆
虫
、
大
の
鳥
、
ダ
チ
ョ
ウ
か
ら
世
界
最
小

植
物
の
説
明
で
す
。
の
鳥
ハ
マ
チ
ド
リ
ま
で
の
シ
ル
エ
ッ

③
花
貫
周
辺
の
鳥
類
の
分
布
…
茨
城
の
ト
が
あ
り
ま
す
。
内
側
に
は
た
ま
ご

野
鳥
た
ち
、
鳥
類
分
布
図
、
春
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
、
烏
の
進
化
、
ど
う
し

冬
に
見
ら
れ
る
烏
を
並
べ
ま
し
た
。
て
飛
べ
る
の
、
湖
沼
の
中
の
よ
う
す
、

④
花
貫
周
辺
の
烏
と
そ
の
生
活
…
代
表
闇
夜
の
生
態
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま

的
な
烏
、
キ
セ
キ
レ
イ
や
シ
ジ
ュ
ウ
す
。

カ
ラ
、
ヤ
マ
セ
ミ
、
オ
シ
ド
リ
の
説
⑩
観
光
案
内
．
：
市
内
の
代
表
的
な
観
光

明
で
す
。
地
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

⑤
烏
の
住
ま
い
拝
見
．
：
高
萩
市
の
山
か
⑪
四
季
を
通
じ
た
観
察
…
花
貫
ダ
ム
周

ら
海
の
イ
ラ
ス
ト
の
上
に
フ
ク
ロ
ウ
辺
で
見
ら
れ
る
烏
、
昆
虫
な
ど
を
イ

や
キ
ジ
、
イ
ヌ
ワ
シ
、
ウ
ミ
ウ
、
カ
ラ
ス
ト
上
に
表
現
し
て
あ
り
ま
す
。

ワ
セ
ミ
、
カ
ル
ガ
モ
の
住
ま
い
の
説
⑫
自
然
と
遊
ぼ
う
…
春
は
花
、
夏
は
茎
、

明
で
す
。
秋
は
木
・
草
の
実
、
冬
は
木
を
使
っ

⑥
見
て
み
よ
う
聞
い
て
み
よ
う
烏
た
ち
て
遊
ぶ
楽
し
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

の
四
季
…
キ
ジ
や
ウ
ミ
ウ
、
オ
オ
ル
⑬
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
…

（
○段丘状木造平家建て

330㎡（約100坪）

○入場無料（ただし，立

体映像を鑑賞する場合

）センターの規模

(図1）寮

はメガネ代100円(当分

の間）がかかります｡)

○毎週月曜日が休館日。

開館時間は，午前9時

／ 、
⑭

映像ホール

（2階）

､ら午後4時までです｡f力

｡センター缶24－2331
.Y1 ｢Y

L一
入口出口

ON

テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
を
用
意
し
て
、
休

憩
や
話
し
合
い
の
場
に
な
り
ま
す
。

鯲

輕

蝦

轟

証

匙

二

毎
溌
・
蘂
・
《
■
・
一
》
》
《

報
お
ど
る
ぎ
お
も
し
み
羅
宝
約
十
分
翌

》
“
映
）
ｉ
イ
メ
ー
ジ
キ
職
ラ
ク
タ
ー
の

〃
キ
ジ
大
″
＆
と
″
ヵ
罐
鋤
〃
が
主
灸

、
、
ｊ
、
、
雅
設

《
『
公
の
冒
険
物
語
で
恥
承
瀞
が
体
験
燕

鈴

、

る
ア
ド
バ
“
ン
チ
ャ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
ｐ
〆

唖
日
立
斡
唾
蝉
妨
＆
靖
性
壺
溌
か
し
、
小
鳥

た
ち
の
目
を
通
し
て
鴬
〆
富
然
ど
ぷ
溌
砕
稗

あ
う
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
の
お
ど

：
ろ
き
お
も
し
る
編
で
す
。

、

、
韻
一
一
ｍ

設

＊
環
境
編
（
近
日
上
映
予
定
）
…
花
貫

周
辺
を
中
心
に
空
中
撮
影
、
地
上
で

の
移
動
撮
影
な
ど
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
映
像
で
烏
の
目
か
ら
の
自
然
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

スロープー

④‘

⑧，阿
山
、
／

⑪
上
陶
示
、
展
司
Ｊ

３
０
和
↓

ｆ圭 ⑦

⑥

⑤

ON

聿 (出入口）

－テレフォンサービス「市政案内」は23－1151 ． 1152です－ 之



位置図 （
ｆ
ベ
キ
ユ
湫
奄
楽
い
め
る

設

韻

誤

一

段

鋒

一

品

》

一

、

》

、

、

、

、

》

段

段

、

、

、

誤

日
帰
り
キ
鞭
ン
薮
場
・

京体映像が楽しみ
全
体
計
画
…
．
：

十
月
中
旬
オ
ー
プ
ン
予
定

しら かわ まさ ひこ

白河雅彦さん一家（東本町）

花
貫
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
は
、
花
貫

渓
谷
の
豊
か
な
自
然
の
中
と
い
う
地
域

性
を
生
か
し
な
が
ら
、
観
光
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
づ
く
り
と
い
う
大
き

な
目
標
を
も
っ
た
施
設
で
す
。
こ
れ
か

ら
、
市
や
県
、
地
域
団
体
な
ど
か
ら
な

る
〃
花
貫
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
運
営
協

議
会
″
を
設
立
し
、
管
理
運
営
に
当
た

っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
六
・
四
地
で
、
同
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
め
る
日

帰
り
の
キ
ャ
ン
プ
場
や
自
然
探
勝
路
な

ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
公
共
施
設
地
区
三
・
二
地
）

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
活
動
の
拠

点
と
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
（
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
炉
や
炊
飯
場
、
周
路
な
ど
。
）

＊
自
然
体
験
地
区
三
・
三
地
）

全
体
整
備
面
積

I

、

壷
立体映像を見ましたが， まだ1本しかなく

時間も約10分間と短かったけど，近いうちに

もう1本できるそうなので楽しみです。

今日は，家族と一緒にきましたが， まだま

だ一部オープンなので展示物が少ない感じが

しましたね。

ここは，家から近いので子ども連れでお昼

を食べながら遊びにくるのにいいですね。今

日は，花貫ダムの見える展望台まで行ってき

ました。

「ゲーム（烏のQ&Aコーナー）をおとう

さんにおそわりながらもっとやりたかったけ

れど， えいががはじまってしまったの凶と長
じ帥んいち

男の潤一くん。

「えいがのへびがこわかった。 とんでいる

そらからのけしきもはじめてみたよ凶と長女
ざ ほ

の佐保ちゃん。

青
少
年
を
対
象
に
、
自
然
と
人
間

の
か
か
わ
り
を
理
解
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、
自
然
を
直
接
体
験
で
き
る
と

こ
ろ
で
す
。
（
芝
生
広
場
や
野
外
デ

ッ
キ
な
ど
。
）

＊
自
然
探
勝
地
区
（
二
・
九
地
）

自
然
研
究
路
に
よ
り
、
計
画
地
内

に
住
む
動
・
植
物
な
ど
を
観
察
し
な

が
ら
、
周
辺
の
景
観
を
楽
し
む
と
こ

ろ
で
す
。
（
遊
歩
道
、
展
望
台
な
ど
。
）

●

余
暇
時
間
が
増
え
て
い
く
と
と
も
に
、

豊
か
な
富
然
の
中
で
の
森
林
浴
が
叫
ば

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
中

で
、
同
公
園
は
日
常
の
市
街
地
で
の
生

活
と
豊
か
な
自
然
と
の
接
点
と
い
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん

も
ぜ
ひ
、
家
族
連
れ
で
有
効
な
利
用
を

図
っ
て
み
て
ば
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

観光地では，ごみのもち帰り運動を実践しましょう3



蝉
織
糠
鐸
嬢
鱗
鵜
蕊
篭隙

|織蕊
小 短小 鈴
期野気木えらすり ら野

と ま 、 。人で

介老い六す高県口 、元

護縄鮮溌2関
気
な

や》:悪罵垂〒|i
高

:蟄全灘睡：
趣をサカミ 警繩溌
惨利｜ そ だ とすり人
活用ビれ 元 いかまお

灘しス、“
卿ての“釜． ？ ~峠‘ ,弓

小野気元な高齢者は活を味趣、

に〆

鈴
木
福
祉
事
務
所
の
主
な
仕
事
は
、

何
で
す
か
。

小
野
老
人
、
母
子
、
児
童
、
身
体
の

不
自
由
な
人
、
生
活
に
困
る
人
な
ど

の
身
近
な
生
活
相
談
窓
口
で
あ
り
、

社
会
的
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ

る
人
に
は
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
援
護
し
て
、

自
立
更
生
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

在
宅
福
祉
や
生
き
が
い
就
労
、
福
祉

団
体
の
育
成
と
助
成
も
大
切
な
仕
事

に
な
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木
今
、
高
齢
化
が
叫
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
お
年
寄
り
と
は
、
い
く
つ
か

ら
で
す
か
。

小
野
法
律
の
基
準
で
は
、
六
五
歳
か

六
五
歳
以
上
は

四
、
五
六
六
人

喝

謎

箪

婁
: 4
群

冒二 ：二

蕊玲
雷 f
r

…

蕊
霧

§蟹
蝋

か
し
て
活
動
し
て
ま
す
ね
。
半
面
、

健
康
な
人
だ
け
で
は
な
く
、
加
齢
と

と
も
に
寝
た
き
り
や
痴
呆
症
、
一
人

暮
ら
し
が
増
え
て
き
て
ま
す
。
昨
年

末
現
在
で
一
人
暮
ら
し
は
二
六
四
人
、

ま
た
、
六
月
一
日
現
在
で
の
在
宅
の

寝
た
き
り
の
人
は
六
四
人
、
入
院
や

施
設
に
入
っ
て
い
る
寝
た
き
り
の
人

は
四
八
人
、
痴
呆
症
老
人
の
在
宅
は

一
六
人
で
す
。
寝
た
き
り
や
痴
呆
症

老
人
の
在
宅
介
護
者
に
、
慰
労
金
を

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

鈴
木
社
会
的
に
も
そ
の
介
護
の
大
変

さ
を
認
め
て
い
る
の
で
す
ね
。
君
田

に
住
む
曽
祖
母
が
、
ケ
ガ
が
も
と
で

昨
年
末
か
ら
寝
た
き
り
に
な
り
、
時

々
介
護
の
手
助
け
を
し
ま
す
の
で
＄

そ
の
大
変
さ
は
実
感
し
て
い
ま
す
。

小
野
介
護
者
そ
し
て
介
護
さ
れ
る
人

困
っ
た
こ
と
は
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い

「
ｄ

Ｆ
Ｌ

（
）

は
ま
ず
健
康
が
大
事
で
す
ね
。
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て

技
術
や
能
力
を
提
供
し
た
り
、
老
人

ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
社
会
交
流
を
図

る
な
ど
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
人

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

鈴
木
健
康
で
生
き
生
き
し
て
い
る
姿

は
、
見
て
い
て
も
い
い
で
す
ね
。

の
負
担
が
、
少
し
で
も
楽
に
と
介
護

者
研
修
会
を
開
い
た
り
、
保
健
婦
と

協
力
し
て
訪
問
に
よ
る
生
活
・
保
健

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冠

婚
葬
祭
な
ど
で
介
護
が
で
き
な
い
時
、

し
よ
う
ら
い

松
籟
荘
で
短
期
間
（
原
則
と
し
て
七

日
間
以
内
）
預
か
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

ィ
制
度
が
あ
り
ま
す
。

鈴
木
場
合
に
よ
っ
て
は
利
用
し
た
い

で
す
ね
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
制
度
の

料
金
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

｜
蕊
騨
識
灘
響
擢
筆
籍
繩
識

鰐
…

、
「福祉社会づくﾚﾉには，地域の協

力が大切」と小野所長

小
野
健
康
状
態
の
様
子
や
事
故
防
止

の
た
め
、
愛
の
定
期
便
と
し
て
乳
製

品
の
配
布
を
、
ま
た
火
災
が
発
生
し

た
時
に
近
所
に
知
ら
せ
る
ミ
ニ
・
ア

ラ
ー
ム
や
愛
の
ブ
ザ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
保
健
婦
に
よ
る
保
健
衛
生

の
訪
問
指
導
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
掃
除
、
洗
た
く
、

食
事
な
ど
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
料
金
は
、
低
所
得
者

は
無
料
、
そ
の
他
は
一
時
間
あ
た
り

二
○
○
円
か
ら
六
五
○
円
で
す
。

鈴
木
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
安

全
性
を
考
え
て
い
る
の
で
す
ね
。

小
野
ま
た
、
地
域
の
福
祉
活
動
を
進

め
て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

月
一
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
声

を
掛
け
た
り
話
し
相
手
に
な
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
身
近
で
は
、
民
生
委

員
が
地
域
の
お
年
寄
り
を
訪
問
し
て

健
康
状
態
な
ど
を
確
認
し
て
ま
す
。

鈴
木
曽
祖
母
の
と
こ
ろ
に
も
民
生
委

員
さ
ん
が
相
談
に
の
っ
て
く
れ
て
、

小
野
低
所
得
者
は
無
料
、
そ
の
他
は

一
日
一
、
九
二
○
円
で
す
。
ま
た
、
寝

た
き
り
や
障
害
者
の
人
を
対
象
に
、

ミ
ニ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
て
入

浴
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
の
で
利
用
し
て

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
福
祉
づ
く
り
が
大
切

〆

〆

一

Ｉ
福
祉
事
務
所
Ｉ「

“
Ｆ
Ｌ

電
動
式
ベ
ッ
ド
を
借
り
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
介
護
が
楽
に
な
っ
た
と
喜

ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
近
所
の
人

も
様
子
を
見
に
来
て
く
れ
て
、
励
ま

し
て
く
れ
ま
す
。
み
ん
な
が
民
生
委

員
さ
ん
の
よ
う
で
す
よ
。

小
野
健
康
な
時
は
自
分
で
、
支
障
が

生
じ
た
ら
家
族
の
手
で
と
い
う
形
が

良
い
の
で
す
が
、
今
の
社
会
環
境
で

は
、
家
族
が
そ
ば
に
い
る
と
は
か
ぎ

り
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
家
庭
や
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
「
高

萩
市
地
域
福
祉
推
進
事
業
計
画
」
を

立
て
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
連
携

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

高
齢
に
伴
い
介
護
を
要
す
る
在
宅
者

の
た
め
の
き
め
細
か
な
福
祉
に
つ
い

て
も
、
近
所
の
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
と
の
連
携
、
協
力
、
助
け
合
い

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

鈴
木
こ
れ
か
ら
の
福
祉
社
会
に
は
、

欲
し
い
で
す
ね
。
愛
正
園
と
委
託
契

約
し
、
車
で
送
迎
し
ま
す
。
料
金
は

市
で
負
担
し
ま
す
の
で
無
料
で
す
。

鈴
木
入
浴
を
さ
せ
て
あ
げ
る
の
は
と

て
も
大
変
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
利
用
し

た
い
で
す
ね
。
一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
市
で
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

地
域
の
人
の
協
力
が
大
事
に
な
り
ま

す
ね
。
私
も
協
力
し
て
行
き
た
い
で

半
ｑ
ノ
○
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